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研究成果の概要（和文）：【Study.1】芸術文化組織と鑑賞者の関係性について：芸術文化組織の消費者につい
ての定性研究と定量研究を実施した。芸術の消費者像を分析し描き出し，それに対応するそのマーケティング戦
略を検討でき，Study.1のゴールに至った。
【Study.2】芸術文化組織と支援企業の関係性に関する研究については、企業のCSR担当者へのインタビューを実
施してきている。資生堂，サントリー，トヨタ自動車，ベネッセ，日本毛織といった企業の担当者に何度も取材
を行った。企業がなぜ芸術に支援するのかについての枠組み、各社の事例研究の発表することができた。国際学
会では定量研究を発表するなど、成果を発信できた。

研究成果の概要（英文）：[Study.1] Research on relationship between arts organization and audience: 
We conducted qualitative and quantitative studies on consumers of arts. We had analyzed and depict 
the consumer image of art and consider its marketing strategy. We reached the goal of Study.1.
[Study.2] Regarding research on the relationship between arts organizations and supporting 
companies, we have conducted interviews with corporate CSR personnel. We interviewed people in 
charge of companies such as Shiseido, Suntory, Toyota Motor Corporation, Benesse and Japan Wool 
Textile Co., Ltd. many times. We had presented a framework on why companies support art, and case 
studies from each company. We are presenting at conferences at international conferences.

研究分野：マーケティング

キーワード： 芸術支援　社会貢献　アート・マネジメント　芸術の消費者　CSR　鑑賞者行動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、音楽ホールや文化施設、美術館、芸術団体といった芸術文化をあつかう組織が、いかにマーケティン
グしていけばよいのかを考える基礎をつくることを目的としている。そのために、観客をマーケティングの視座
での消費者として捉えることが必要となる。その視点で芸術の消費者との関係性を強化するようなマーケティン
グ対応を検討することは意義があるだろう。特にコロナ危機を迎えた現在においては。また、日本の文化行政の
弱さを考えると、芸術を支える基盤としての企業からの支援は、芸術組織にとって重要な資金源である。企業に
とっても芸術組織と関わることはプラスの影響が大きい。そのメカニズムを明らかにすることは意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまで芸術活動をマーケティングの視点から研究されることは非常に少なかった。文化政
策の視点から捉えられることはあっても、芸術をサービス財として売ることや企業の社会貢献
としての意義という視点からとりあげた研究は限られている。 
コンサートや旅行など、レジャー消費において知識や経験が果たす役割についての知見が散
見されるものの、それに対する広報活動や商品開発まで踏み込んだ研究はほとんどない。そこで、
本研究ではその対応を検討する。商品開発を検討するにあたり、商品の捉え方についても述べて
おこう。マーケティングでは製品を便益の束（Bundle of benefit）として捉える見方がある。さ
らに要素をセットにして販売するのか（バンドリング）、別々の製品・サービスとして販売する
のか（アン・バンドリング）は重要な製品戦略である。これらを利用して、消費者特性と製品戦
略との対応を検討するのが今回の研究である。 
また、CSR（企業の社会的責任）の観点から企業がメセナなど芸術支援を行うことがある。

2013年度における起業の社会貢献活動支出比率を見てみると、企業の文化・芸術への支出比率
は、教育、学術研究、健康・医学・スポーツに次いで第 4 位である（日本経済団体連合会 1%ク
ラブ 2014）。しかし、企業がなぜその活動を支援するのかに関する研究はほとんどない。一方で、
スポーツを中心としたスポンサーシップのマーケティング活用については、それほど多くはな
いものの海外で定量調査を中心に検証が進められている。企業によるスポーツへのスポンサー
シップと芸術支援について、類似点と相違点がどこにあるのか。また、芸術支援がマーケティン
グにとってどのように貢献するのかについて検証をすることは、意義深いと考える。 
 
２．研究の目的 
芸術活動を経営学の立場から研究する。芸術文化組織と芸術の消費者との関係性に関する研
究と、芸術文化組織とそれを支援する提供側との関係性に関する研究の２つの視座から研究を
すすめる。芸術への集客戦略と企業からの支援戦略の両方を明らかにすることで、芸術文化組織
のマーケティング戦略への基礎となる知見を獲得することを目的とする。 
【Study1】 芸術の鑑賞者と芸術文化組織の関係性について扱う。１つは、行動特性とコンサ
ートの商品開発との対応関係を明らかにする。消費者行動研究や商品開発研究を援用し、どのよ
うな特性の消費者がどのような商品を好むかについての研究を行う。2つ目は、芸術の鑑賞者の
広報戦略についても研究する。芸術の場合は新たな観客を集客することは容易ではないが、その
集客を多様な戦略で成功させているホールがある。その戦略について分析する。 
【Stydy2】企業の社会貢献活動の中でも、芸術への支援を決定するための条件や要因を明ら
かにする。企業が自身のブランド価値を高める効果や他のポジティブな要因について、いかに捉
えているのかをマーケティングの視点から捉える。 
 
３．研究の方法 
 【Study1】最初に、アートマネジメント、消費者行動分野、商品開発分野、広報分野の先行研
究レビューを実施する。 
優れたマーケティングを行っているクラシックの音楽ホール「宗次ホール」への調査を通じて、
研究を行う。まず、担当者へのヒアリング調査、行っているプログラムの分析を通じて商品開発
戦略を整理する。次に、通ってきている鑑賞者へのヒアリングを行い、鑑賞者の行動を分類し、
消費者像を捉える。このふたつを考察することにより、宗次ホールの商品開発戦略の仕組みを明
らかにする。 
 また、クラシック音楽の集客についても、「宗次ホール」の「クラシック音楽広め隊」という
アンバサダー・プログラムの調査をもとに、理論化していく。ここではヒアリング調査をもとに
した研究と、アンケート調査をもとにした定量研究を予定している。 
 【Study2】最初に、企業の社会貢献、スポンサーシップ、CSR、ブランドの関連分野の先行
研究レビューを実施する。 
 次に、各企業の社会貢献や CSR部門へのヒアリング調査を実施し、企業の芸術支援がどのよ
うな目的をもってなされているのか、どのような効果があるのかといった点を明らかにする。さ
らに、ブランド価値を高める芸術支援という観点から、消費者が芸術支援をどのように捉えてい
るのかを定量調査による調査で明らかにする。多くのパネルを持っているインターネット調査
会社の協力により実施する。 
  
 



４．研究成果 
【Study1】 
（１）クラシック音楽の鑑賞者行動の定性研究 ＊1）  
インタビュー調査をもとに、クラシック音楽の鑑賞者を類型化する。どのような対象に対して
関与しているのかを手がかりに、関与パターンの違いをもとに類型化した。芸術のコンテンツだ
けでなく多様なベネフィットを求めて鑑賞する 6 タイプの聴衆の姿が浮かび上がった。さらに
彼らへのマーケティング対応、そして各セグメント間の移行モデルを提示する。これによりクラ
シック音楽など芸術全般への関与とマーケティング対応および商品開発対応が示された。  

 
（２）芸術文化施設の参加型広報プログラムに関する定量調査 ＊２） 
コンサートの顧客のコミットメントの変化のプロセスを明らかにする定性研究である。まず、
先行研究レビューにより、芸術のマーケティング研究やコミットメント概念を整理した。それら
の概念を利用しながら、実施した探索的インタビューのデータとアンケートの自由記述欄のデ
ータを分析した。次に、これらの定性調査から明らかになった理論モデルを提示した。 
具体的には、芸術文化組織が鑑賞者を対象としたボランティア組織を結成しており、このよう
な広報活動への協力を要請する仕組みが、参加者のコミットメントを高め、関係性を強めていく
枠組みが提示されてきている。これに関しての、定量研究を実施した。 
 彼らがどのような動機づけによって参加をしているかが、その後の当該組織へのコミットメ
ントの種類に関わってくるかどうかについて検証を試みた。また、鑑賞経験があるかないかによ
って、その影響の程度が異なるのではないかという仮説を提示した。そして、宗次ホールの「ク
ラシック音楽広め隊」というボランティア組織のメンバーに対し、郵送による質問紙調査を実施
した。約 500通の送付に対して約 350の回答を得ることができた。 
 
【Study2】 
（１）「芸術文化組織と支援企業との関係性」は、芸術への支援を決定する条件や要因を明らか
にすることで、芸術文化組織が支援企業に対してどのような価値を提供し、どのような関係性を
構築すべきかを明らかしようとするものである。これに関しては、文献レビューを「企業の CSR
研究」と「芸術のマーケティング研究」の両面から実施した。 
メセナ協議会や主要な企業７社、資生堂、サントリー、トヨタ自動車、ベネッセなど、芸術支
援に積極的な企業への調査を実施することができた。このインタビューを元に、芸術支援の形式
の類型化や、企業がなぜ芸術支援をするのかについて、分析フレームを提示し、学会発表を実施
してきた。 
また、個別事例についての研究を深く実施し、個別の事例研究として発表を重ねているところ
である。具体的には、ベネッセ、日本毛織に関して１事例の分析を終えている。 
 
（２）The Prestige Effects of Sponsorship on Attitudes toward Corporate Brands and Art 
Events ＊３） 
企業が芸術支援をする目的のひとつに、ブランド価値を高めるというものがある。それについ
て、消費者が支援する側の企業のコーポレート・ブランドと芸術イベントのブランドのイメージ
の組み合わせについて、検討した。それぞれのプレステージが、スポンサーシップを通じて、そ
れぞれの態度にどのように影響をするのかを捉えたモデルをつくった。それについて、定性研究
を実施した。さらには、消費者自身が育ってきた家庭において、どの程度音楽や芸術などの文化
に触れてきたのかがこれらの因果関係にどう作用するのかについても捉えた。 
 
＊1）川北眞紀子 2018, 「クラシック音楽の鑑賞者行動の定性研究―関与対象の違いによる類型化とマーケティング対

応―」,  南山経営研究 ， 南山大学 ，第 33巻第 2号， pp.235-253. 

＊2）川北眞紀子・薗部靖史 2019, 「芸術文化施設の参加型広報プログラムに関する定量調査 ――ボランティア動機

がコミットメントに与える影響――」, 広報研究，日本広報学会  第 23号，pp.67-79. 

＊3）Sonobe, Y and M. Kawakita, 2020，“The Prestige Effects of Sponsorship on Attitudes toward Corporate Brands 

and Art Events”, 企業と社会フォーラム学会誌【企業と社会シリーズ 9】, 千倉書房, 印刷中 
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